
さいとうなおひと
齋藤直飛人 ( 五林平 )
①Ｏ型
②サーフィン

たておかせいいち
舘岡精一 ( 下常海橋 )
①Ｏ型
②釣り

Ｑ９

きたばたけひろみ
北畠弘美 ( 館野越 )
①Ａ型
②スポーツ観戦

やすたきゅうごろう
安田久五郎 ( 高増 )
①Ａ型
②釣り

やすだひろし
安田弘 ( 高増 )
①Ａ型
②写真

さとうようじ
佐藤洋治 ( 柏木 )
①O型
②釣り

たなかたつお
田中達男 ( 広栄町 )
①O型
②温泉浴

さんのへれいこ
三戸玲子 ( 日新 )
①Ａ型
②レクリエーションダンス

こんこういち
今浩一 ( 博労町 )
①Ｂ型
②バスケットボール

かさいきよんど
葛西清人 ( 太長 )
①Ｂ型
②登山

なりたはじめ
成田肇 ( 大蔵町 )
①Ｂ型
②ゲートボール

おさないりょうぞう
長内良蔵 ( 五幾形 )
①Ａ型
②バレーボール（現役）

氏名 ( 町内 )
①血液型②趣味

８板柳町議会    検 索

 おらほの議員   おらほの議員  

４人が一般質問　P２
おらほの議員　P８

　私たち町議会は町民のみなさんからのご意見
ご要望を行政に反映させ、安心して暮らせる板柳
のまちづくりのために、今回、議会の様子をわか
りやすくお伝えし、町民の参画を強めてもらおう
と発刊に至りました。
　よりいっそう町民の負託に応えられる「いたや
なぎ町議会だより」にするため努めてまいります。

　       板柳町議会　議長　安　田　　弘
 

表紙：りんごの花(町の花）とマメコバチ(町の昆虫）

いたやなぎ
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減
反
政
策

【
葛
西
議
員
】

　政
府
の
減
反
政
策
の
廃
止
に
伴
い
、
指

導
機
関
の
説
明
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の

中
で
、
減
反
協
力
農
家
に
対
す
る
農
業
所

得
の
安
定
化
を
ど
の
よ
う
に
指
導
構
築
し

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　米
づ
く
り
で
生
計
を
立
て
る
た
め
に
は

規
模
拡
大
を
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り

町
と
し
て
も
大
規
模
農
家
や
営
農
集
団
へ

の
農
地
の
集
積
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
国
で
は
現
行
の
経
営
所

得
安
定
対
策
に
も
あ
る
畑
作
物
へ
の
交
付

金
や
水
田
活
用
交
付
金
、
さ
ら
に
は
産
地

交
付
金
に
つ
い
て
は
内
容
を
強
化
し
て
将

来
的
に
も
継
続
す
る
方
針
で
あ
る
。
当
町

で
も
こ
れ
ま
で
町
独
自
で
大
豆
、
野
菜
、

リ
ン
ゴ
な
ど
果
樹
へ
の
転
作
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
の
で
、
小
規
模
農
家
に
あ
っ

て
は
大
豆
、
飼
料
用
米
、
備
蓄
米
、
果
樹

な
ど
の
戦
略
作
物
を
作
付
け
し
、
こ
れ
ら

交
付
金
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
農
業

所
得
の
安
定
化
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

【
葛
西
議
員
】

　小
規
模
農
家
の
方
々
が
規
模
拡
大
に
協

力
す
る
に
は
、
農
業
以
外
で
収
入
を
得
る

雇
用
の
場
の
創
出
が
必
要
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
場
を
農
振
法
、
都
市
計
画
法
な
ど

も
絡
め
て
施
策
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　大
規
模
移
行
あ
る
い
は
小
規
模
農
家
、

農
地
の
貸
付
け
農
家
、
そ
の
所
得
の
安
定

化
に
つ
い
て
は
、
町
は
常
に
し
っ
か
り
し

た
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
町
農
家
の
所

得
向
上
に
資
す
る
よ
う
に
推
進
し
た
い
。

リ
ン
ゴ
の
海
外
輸
出

【
葛
西
議
員
】

　り
ん
ご
の
里
日
本
一
を
め
ざ
す
町
と
し

て
、
リ
ン
ゴ
の
消
費
拡
大
を
狙
う
た
め
、

海
外
へ
の
リ
ン
ゴ
輸
出
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

町
長
が
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
で
開
拓
し

た
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
行
政

的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　リ
ン
ゴ
の
輸
出
に
は
、
散
布
農
薬
の
残

留
基
準
や
害
虫
の
検
疫
か
ら
、
特
定
の
選

果
場
を
備
え
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
生
産
者
が
個
人
的
に
輸
出
事
業

に
参
画
す
る
に
は
非
常
に
困
難
な
環
境
に

な
っ
て
い
る
。
町
は
リ
ン
ゴ
輸
出
で
最
も

重
要
な
役
割
を
担
う
生
産
者
に
対
し
、
農

薬
基
準
の
遵
守
、
適
切
な
選
果
の
実
施
、

品
質
管
理
に
つ
い
て
の
危
機
意
識
の
保
持

な
ど
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
を
は
じ
め
、
農
協

と
も
連
携
し
な
が
ら
海
外
輸
出
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

【
葛
西
議
員
】

　リ
ン
ゴ
生
産
者
に
対
し
、
リ
ン
ゴ
の
消

費
拡
大
を
輸
出
に
求
め
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
こ
と
や
将
来
的
に
輸
出
へ
の
展
望
が

　
　

開
け
る
方
策
な
ど
を
説
明
す
る
機
会
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
、
リ
ン
ゴ

の
海
外
輸
出
の
状
況
等
を
農
家
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
、
リ
ン
ゴ
輸
出
に
つ
い
て
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

現
況
に
即
し
な
い
地
目

【
葛
西
議
員
】

　国
土
調
査
に
よ
っ
て
、
境
界
・
面
積
・

所
有
権
・
地
目
な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ

た
。
そ
の
調
査
か
ら
三
十
五
年
以
上
経
過

し
、
現
況
に
即
し
な
い
地
目
の
問
題
な
ど

が
出
始
め
て
き
た
た
め
、
税
の
不
公
平
が

生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
対
処
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　固
定
資
産
税
の
課
税
は
登
記
地
目
に
か

か
わ
り
な
く
現
況
で
評
価
し
課
税
し
て
い

る
。
現
況
把
握
は
、
担
当
職
員
の
巡
回
に

よ
る
現
況
調
査
、
航
空
写
真
な
ど
も
用
い

て
適
正
な
事
務
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

現
況
と
合
致
し
な
い
土
地
は
、
そ
の
地
目

を
現
況
に
合
う
よ
う
所
有
者
に
指
導
し
て

い
る
。
平
成
二
十
六
年
度
に
は
農
業
振
興

地
域
計
画
策
定
を
行
う
が
、
し
っ
か
り
し

た
調
査
を
行
い
、
現
況
に
合
っ
て
い
な
い

土
地
は
現
況
に
見
直
し
た
い
。

【
葛
西
議
員
】

平
成
二
十
六
年
度
で
農
業
振
興
地
域
計
画

の
策
定
を
行
う
よ
う
で
あ
る
が
、
板
柳
町

の
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
が
か
か

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

板
柳
町
民
の
所
得

【
三
戸
議
員
】

　所
得
が
高
く
な
る
と
学
力
が
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
板
柳
町
民

の
所
得
は
ど
れ
位
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　平
成
二
十
二
年
度
の
青
森
県
の
所
得
推

計
で
は
、
わ
が
町
の
一
人
あ
た
り
の
町
民

所
得
は
、
百
八
十
七
万
八
千
円
、
県
内
三

十
番
目
で
あ
る
。

土
曜
授
業
の
実
施

【
三
戸
議
員
】

　青
森
県
内
で
最
初
に
土
曜
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　国
が
省
令
を
改
正
し
た
こ
と
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
の
判
断
で
土
曜
授
業
の
実
施

が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
時
間
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
先
生
と
子
供
た
ち
が
向
き
合

う
時
間
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
学

校
で
の
子
供
た
ち
の
様
子
を
見
る
機
会
に
、

子
供
た
ち
が
板
柳
の
町
の
産
業
や
文
化
を

知
る
時
間
に
、
子
供
た
ち
が
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
学

校
行
事
の
開
催
に
充
て
る
時
間
に
し
て
ほ

し
い
と
の
願
い
か
ら
板
柳
町
教
育
委
員
会

は
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

【
三
戸
議
員
】

　土
曜
授
業
の
実
施
に
は
、
私
も
拍
手
を

送
る
一
人
で
あ
る
。
土
曜
授
業
の
実
施
で

現
場
の
先
生
方
の
負
担
が
増
え
る
と
思
う

の
で
、
夏
休
み
冬
休
み
に
は
退
職
さ
れ
た

町
在
住
の
先
生
方
に
協
力
を
要
請
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
土
曜
授
業
実
施
に
伴
う

予
算
は
ど
の
位
か
。
そ
し
て
対
外
的
な
活

動
に
あ
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
支
障
が
出
て

く
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
実

践
を
見
な
が
ら
、
板
柳
町
で
は
ど
の
よ
う

な
形
で
実
施
で
き
れ
ば
良
い
の
か
、
学
校

と
と
も
に
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　児
童
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
上

で
の
必
要
経
費
等
は
今
試
算
し
て
い
る
。

　対
外
的
活
動
は
、
西
北
五
教
育
事
務
所

が
作
成
し
て
い
る
行
事
表
と
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
整
理
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

学
力
テ
ス
ト
の
状
況

【
三
戸
議
員
】

　わ
が
町
の
小
中
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　国
の
全
国
学
力
・
学
習
調
査
は
中
学
校

三
年
生
と
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
、
県
の
学
力
・
学
習
調
査
は
中
学
校
二

年
生
と
小
学
校
五
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
町
の
学
力
検
査
は

小
中
学
校
と
も
に
全
学
年
を
対
象
に
、
中

学
校
は
一
年
生
だ
け
は
英
語
を
除
く
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
の
四
教
科
、
二
年
生
、

三
年
生
は
五
教
科
、
小
学
校
は
一
年
生
、

二
年
生
は
国
語
と
算
数
の
二
教
科
、
三
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
は
国
語
、算
数
、理
科
、

社
会
の
四
教
科
で
行
っ
た
。
平
成
二
十
五

年
度
の
そ
の
結
果
は
、
中
学
校
で
は
数
学

で
一
つ
の
学
年
だ
け
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
全
国
平
均
を
上
回

っ
た
。
小
学
校
で
は
国
語
で
二
つ
の
学
年
、

社
会
で
二
つ
の
学
年
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
全
国
平
均
を
上
回

っ
た
。

要
保
護
・
準
要
保
護
の
状
況

【
三
戸
議
員
】

　経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
な

児
童
生
徒
に
学
用
品
や
給
食
費
等
を
支
援

す
る
要
保
護
・
準
要
保
護
の
わ
が
町
の
小

中
学
校
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
関
学
務
課
長
】

　平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
現
在
、
小
学

校
四
校
の
合
計
は
、
要
保
護
八
名
、
準
要

保
護
百
三
十
六
名
、
合
計
で
百
四
十
四
名
、

在
籍
児
童
数
に
占
め
る
割
合
は
二
十
一
・

一
％
で
あ
る
。
ま
た
中
学
校
で
は
要
保
護

三
名
、
準
要
保
護
九
十
八
名
、
合
計
で
百

一
名
、
在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
、

二
十
五
・
七
％
で
あ
る
。

奨
学
金
の
貸
付
・
返
済
状
況

【
三
戸
議
員
】

　町
の
奨
学
金
の
貸
付
状
況
と
返
済
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
関
学
務
課
長
】

　貸
付
状
況
は
、
平
成
二
十
四
年
度
末
現

在
、
九
十
一
名
、
約
六
千
百
四
十
五
万
円
。

返
済
状
況
は
、
返
済
猶
予
期
間
の
方
も
い

る
が
、
八
十
七
名
が
返
済
、
償
還
金
額
は

約
一
千
百
九
十
万
円
、
う
ち
滞
納
者
は
十

一
名
、
滞
納
金
額
は
四
百
五
十
七
万
円
で

あ
る
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

【
今
議
員
】

　現
在
、
板
柳
町
に
は
子
供
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
利
用
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
り
ん
ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
に
は
、
十
一
種
目
、
約
三
百
人

の
会
員
が
お
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
運
営
費
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
と
会
員
の
会
費
で
あ
る
。
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
は
、
平
成
二
十
七
年

度
で
終
了
す
る
の
で
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
存
続
の
町
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　平
成
二
十
三
年
度
か
ら
五
カ
年
間
、
助

成
を
受
け
て
活
動
す
る
こ
と
を
聞
い
て
い

る
。
平
成
二
十
三
年
度
、
四
百
九
十
八
万

四
千
円
、
平
成
二
十
四
年
度
、
六
百
二
十

八
万
五
千
円
、
平
成
二
十
五
年
度
、
五
百

十
三
万
五
千
円
、
平
成
二
十
六
年
度
申
請

額
は
、
二
百
九
十
四
万
円
で
あ
る
。
り
ん

ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。
町
は
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
が

ら
側
面
か
ら
必
要
な
も
の
に
対
し
支
援
を

続
け
た
い
。

葛西 清人 議員

三戸 玲子 議員

　今 浩一 議員

３　2014年5月　いたやなぎ町議会だより  

　第９回板柳町議会定例会が、 ３月６日から１４日までの日程で開催され、 １０日に行われた 「一般質問」 に、 ４名
の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

第９回定例会一般質問

一  般  質  問

町民の　を町政に



2014年5月　いたやなぎ町議会だより   ２

　

　

減
反
政
策

【
葛
西
議
員
】

　政
府
の
減
反
政
策
の
廃
止
に
伴
い
、
指

導
機
関
の
説
明
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の

中
で
、
減
反
協
力
農
家
に
対
す
る
農
業
所

得
の
安
定
化
を
ど
の
よ
う
に
指
導
構
築
し

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　米
づ
く
り
で
生
計
を
立
て
る
た
め
に
は

規
模
拡
大
を
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り

町
と
し
て
も
大
規
模
農
家
や
営
農
集
団
へ

の
農
地
の
集
積
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
国
で
は
現
行
の
経
営
所

得
安
定
対
策
に
も
あ
る
畑
作
物
へ
の
交
付

金
や
水
田
活
用
交
付
金
、
さ
ら
に
は
産
地

交
付
金
に
つ
い
て
は
内
容
を
強
化
し
て
将

来
的
に
も
継
続
す
る
方
針
で
あ
る
。
当
町

で
も
こ
れ
ま
で
町
独
自
で
大
豆
、
野
菜
、

リ
ン
ゴ
な
ど
果
樹
へ
の
転
作
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
の
で
、
小
規
模
農
家
に
あ
っ

て
は
大
豆
、
飼
料
用
米
、
備
蓄
米
、
果
樹

な
ど
の
戦
略
作
物
を
作
付
け
し
、
こ
れ
ら

交
付
金
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
農
業

所
得
の
安
定
化
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

【
葛
西
議
員
】

　小
規
模
農
家
の
方
々
が
規
模
拡
大
に
協

力
す
る
に
は
、
農
業
以
外
で
収
入
を
得
る

雇
用
の
場
の
創
出
が
必
要
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
場
を
農
振
法
、
都
市
計
画
法
な
ど

も
絡
め
て
施
策
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　大
規
模
移
行
あ
る
い
は
小
規
模
農
家
、

農
地
の
貸
付
け
農
家
、
そ
の
所
得
の
安
定

化
に
つ
い
て
は
、
町
は
常
に
し
っ
か
り
し

た
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
町
農
家
の
所

得
向
上
に
資
す
る
よ
う
に
推
進
し
た
い
。

リ
ン
ゴ
の
海
外
輸
出

【
葛
西
議
員
】

　り
ん
ご
の
里
日
本
一
を
め
ざ
す
町
と
し

て
、
リ
ン
ゴ
の
消
費
拡
大
を
狙
う
た
め
、

海
外
へ
の
リ
ン
ゴ
輸
出
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

町
長
が
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
で
開
拓
し

た
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
行
政

的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　リ
ン
ゴ
の
輸
出
に
は
、
散
布
農
薬
の
残

留
基
準
や
害
虫
の
検
疫
か
ら
、
特
定
の
選

果
場
を
備
え
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
生
産
者
が
個
人
的
に
輸
出
事
業

に
参
画
す
る
に
は
非
常
に
困
難
な
環
境
に

な
っ
て
い
る
。
町
は
リ
ン
ゴ
輸
出
で
最
も

重
要
な
役
割
を
担
う
生
産
者
に
対
し
、
農

薬
基
準
の
遵
守
、
適
切
な
選
果
の
実
施
、

品
質
管
理
に
つ
い
て
の
危
機
意
識
の
保
持

な
ど
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
を
は
じ
め
、
農
協

と
も
連
携
し
な
が
ら
海
外
輸
出
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

【
葛
西
議
員
】

　リ
ン
ゴ
生
産
者
に
対
し
、
リ
ン
ゴ
の
消

費
拡
大
を
輸
出
に
求
め
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
こ
と
や
将
来
的
に
輸
出
へ
の
展
望
が

　
　

開
け
る
方
策
な
ど
を
説
明
す
る
機
会
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
、
リ
ン
ゴ

の
海
外
輸
出
の
状
況
等
を
農
家
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
、
リ
ン
ゴ
輸
出
に
つ
い
て
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

現
況
に
即
し
な
い
地
目

【
葛
西
議
員
】

　国
土
調
査
に
よ
っ
て
、
境
界
・
面
積
・

所
有
権
・
地
目
な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ

た
。
そ
の
調
査
か
ら
三
十
五
年
以
上
経
過

し
、
現
況
に
即
し
な
い
地
目
の
問
題
な
ど

が
出
始
め
て
き
た
た
め
、
税
の
不
公
平
が

生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
対
処
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　固
定
資
産
税
の
課
税
は
登
記
地
目
に
か

か
わ
り
な
く
現
況
で
評
価
し
課
税
し
て
い

る
。
現
況
把
握
は
、
担
当
職
員
の
巡
回
に

よ
る
現
況
調
査
、
航
空
写
真
な
ど
も
用
い

て
適
正
な
事
務
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

現
況
と
合
致
し
な
い
土
地
は
、
そ
の
地
目

を
現
況
に
合
う
よ
う
所
有
者
に
指
導
し
て

い
る
。
平
成
二
十
六
年
度
に
は
農
業
振
興

地
域
計
画
策
定
を
行
う
が
、
し
っ
か
り
し

た
調
査
を
行
い
、
現
況
に
合
っ
て
い
な
い

土
地
は
現
況
に
見
直
し
た
い
。

【
葛
西
議
員
】

平
成
二
十
六
年
度
で
農
業
振
興
地
域
計
画

の
策
定
を
行
う
よ
う
で
あ
る
が
、
板
柳
町

の
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
が
か
か

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

板
柳
町
民
の
所
得

【
三
戸
議
員
】

　所
得
が
高
く
な
る
と
学
力
が
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
板
柳
町
民

の
所
得
は
ど
れ
位
か
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　平
成
二
十
二
年
度
の
青
森
県
の
所
得
推

計
で
は
、
わ
が
町
の
一
人
あ
た
り
の
町
民

所
得
は
、
百
八
十
七
万
八
千
円
、
県
内
三

十
番
目
で
あ
る
。

土
曜
授
業
の
実
施

【
三
戸
議
員
】

　青
森
県
内
で
最
初
に
土
曜
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　国
が
省
令
を
改
正
し
た
こ
と
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
の
判
断
で
土
曜
授
業
の
実
施

が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
時
間
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
先
生
と
子
供
た
ち
が
向
き
合

う
時
間
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
学

校
で
の
子
供
た
ち
の
様
子
を
見
る
機
会
に
、

子
供
た
ち
が
板
柳
の
町
の
産
業
や
文
化
を

知
る
時
間
に
、
子
供
た
ち
が
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
学

校
行
事
の
開
催
に
充
て
る
時
間
に
し
て
ほ

し
い
と
の
願
い
か
ら
板
柳
町
教
育
委
員
会

は
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

【
三
戸
議
員
】

　土
曜
授
業
の
実
施
に
は
、
私
も
拍
手
を

送
る
一
人
で
あ
る
。
土
曜
授
業
の
実
施
で

現
場
の
先
生
方
の
負
担
が
増
え
る
と
思
う

の
で
、
夏
休
み
冬
休
み
に
は
退
職
さ
れ
た

町
在
住
の
先
生
方
に
協
力
を
要
請
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
土
曜
授
業
実
施
に
伴
う

予
算
は
ど
の
位
か
。
そ
し
て
対
外
的
な
活

動
に
あ
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
支
障
が
出
て

く
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
実

践
を
見
な
が
ら
、
板
柳
町
で
は
ど
の
よ
う

な
形
で
実
施
で
き
れ
ば
良
い
の
か
、
学
校

と
と
も
に
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　児
童
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
上

で
の
必
要
経
費
等
は
今
試
算
し
て
い
る
。

　対
外
的
活
動
は
、
西
北
五
教
育
事
務
所

が
作
成
し
て
い
る
行
事
表
と
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
整
理
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

学
力
テ
ス
ト
の
状
況

【
三
戸
議
員
】

　わ
が
町
の
小
中
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
中
谷
教
育
長
】

　国
の
全
国
学
力
・
学
習
調
査
は
中
学
校

三
年
生
と
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
、
県
の
学
力
・
学
習
調
査
は
中
学
校
二

年
生
と
小
学
校
五
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
町
の
学
力
検
査
は

小
中
学
校
と
も
に
全
学
年
を
対
象
に
、
中

学
校
は
一
年
生
だ
け
は
英
語
を
除
く
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
の
四
教
科
、
二
年
生
、

三
年
生
は
五
教
科
、
小
学
校
は
一
年
生
、

二
年
生
は
国
語
と
算
数
の
二
教
科
、
三
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
は
国
語
、算
数
、理
科
、

社
会
の
四
教
科
で
行
っ
た
。
平
成
二
十
五

年
度
の
そ
の
結
果
は
、
中
学
校
で
は
数
学

で
一
つ
の
学
年
だ
け
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
全
国
平
均
を
上
回

っ
た
。
小
学
校
で
は
国
語
で
二
つ
の
学
年
、

社
会
で
二
つ
の
学
年
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
全
国
平
均
を
上
回

っ
た
。

要
保
護
・
準
要
保
護
の
状
況

【
三
戸
議
員
】

　経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
な

児
童
生
徒
に
学
用
品
や
給
食
費
等
を
支
援

す
る
要
保
護
・
準
要
保
護
の
わ
が
町
の
小

中
学
校
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
関
学
務
課
長
】

　平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
現
在
、
小
学

校
四
校
の
合
計
は
、
要
保
護
八
名
、
準
要

保
護
百
三
十
六
名
、
合
計
で
百
四
十
四
名
、

在
籍
児
童
数
に
占
め
る
割
合
は
二
十
一
・

一
％
で
あ
る
。
ま
た
中
学
校
で
は
要
保
護

三
名
、
準
要
保
護
九
十
八
名
、
合
計
で
百

一
名
、
在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は
、

二
十
五
・
七
％
で
あ
る
。

奨
学
金
の
貸
付
・
返
済
状
況

【
三
戸
議
員
】

　町
の
奨
学
金
の
貸
付
状
況
と
返
済
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
関
学
務
課
長
】

　貸
付
状
況
は
、
平
成
二
十
四
年
度
末
現

在
、
九
十
一
名
、
約
六
千
百
四
十
五
万
円
。

返
済
状
況
は
、
返
済
猶
予
期
間
の
方
も
い

る
が
、
八
十
七
名
が
返
済
、
償
還
金
額
は

約
一
千
百
九
十
万
円
、
う
ち
滞
納
者
は
十

一
名
、
滞
納
金
額
は
四
百
五
十
七
万
円
で

あ
る
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

【
今
議
員
】

　現
在
、
板
柳
町
に
は
子
供
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
利
用
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
り
ん
ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
に
は
、
十
一
種
目
、
約
三
百
人

の
会
員
が
お
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
運
営
費
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
と
会
員
の
会
費
で
あ
る
。
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
は
、
平
成
二
十
七
年

度
で
終
了
す
る
の
で
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
存
続
の
町
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　平
成
二
十
三
年
度
か
ら
五
カ
年
間
、
助

成
を
受
け
て
活
動
す
る
こ
と
を
聞
い
て
い

る
。
平
成
二
十
三
年
度
、
四
百
九
十
八
万

四
千
円
、
平
成
二
十
四
年
度
、
六
百
二
十

八
万
五
千
円
、
平
成
二
十
五
年
度
、
五
百

十
三
万
五
千
円
、
平
成
二
十
六
年
度
申
請

額
は
、
二
百
九
十
四
万
円
で
あ
る
。
り
ん

ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。
町
は
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
が

ら
側
面
か
ら
必
要
な
も
の
に
対
し
支
援
を

続
け
た
い
。

葛西 清人 議員

三戸 玲子 議員

　今 浩一 議員

３　2014年5月　いたやなぎ町議会だより  

　第９回板柳町議会定例会が、 ３月６日から１４日までの日程で開催され、 １０日に行われた 「一般質問」 に、 ４名
の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

第９回定例会一般質問

一  般  質  問

町民の　を町政に



　

　

【
今
議
員
】

　今
年
度
、
板
柳
町
民
の
平
均
寿
命
が
伸

び
た
要
因
の
一
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
あ

げ
ら
れ
る
。
町
の
長
期
振
興
計
画
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
も
子
供
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
活
動
に
加
わ
り
仲
間
づ
く
り
の
仕
組

み
づ
く
り
と
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
に

助
成
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

際
、
町
が
法
人
化
の
支
援
を
で
き
な
い
か

伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
で
大
い
に
支
援
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
法
人
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

法
人
化
の
状
況
や
内
容
、
事
業
計
画
な
ど

を
検
討
し
て
考
え
た
い
。

【
今
議
員
】

　各
小
学
校
の
児
童
数
が
減
少
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
行
う
上
で
、
人

数
が
不
足
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
教
育
長
が
仲
立

ち
を
し
て
、
各
小
学
校
が
一
本
化
に
な
ら

な
い
か
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】

　い
ろ
い
ろ
所
属
す
る
部
員
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
を
訴
え
る
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
来
年
度
に
は
、
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
関
連
も
し
っ
か
り

と
り
な
が
ら
、
課
外
活
動
に
参
加
さ
せ
て

い
る
保
護
者
の
意
向
を
調
査
し
た
い
。

新
年
度
予
算

【
佐
藤
議
員
】

　平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
の
中
で
、

重
点
事
業
は
何
か
。
ま
た
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
所
感
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

年
度
公
共
施
設
等
整
備
基
金
に
積
み
立
て

を
行
っ
た
が
、
ま
だ
十
分
で
な
く
新
年
度

で
も
財
政
状
況
を
み
て
、
基
金
を
増
や
し

た
い
。
今
後
と
も
歳
出
の
抑
制
と
事
業
の

重
点
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
行
財
政
基
盤

の
充
実
強
化
に
努
め
た
い
。

【
佐
藤
議
員
】

　今
後
の
わ
が
町
の
財
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
民
間
の
経
営
的
感
覚
を
取
り
入
れ

て
行
っ
て
ほ
し
い
。

国
の
米
づ
く
り
の
政
策
転
換

【
佐
藤
議
員
】

　国
の
農
業
行
政
は
猫
の
目
の
よ
う
に
変

わ
る
。
今
回
も
大
き
く
転
換
し
減
反
な
く

し
て
来
年
度
か
ら
米
所
得
補
償
も
な
く
な

る
。
こ
の
こ
と
は
米
づ
く
り
農
家
に
と
っ

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
本

当
に
迷
う
。
農
家
が
安
心
し
て
米
づ
く
り

で
き
る
よ
う
将
来
的
な
施
策
を
示
し
て
ほ

し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　国
で
は
、
農
地
集
積
推
進
の
た
め
経
営

転
換
協
力
金
や
耕
作
者
集
積
協
力
金
な
ど

の
交
付
金
を
設
定
し
て
い
る
。
町
で
は
、

大
規
模
農
家
、
生
産
者
集
団
の
育
成
に
向

け
て
、
そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。
小

規
模
農
家
へ
は
、
転
作
作
物
に
対
す
る
国

の
交
付
金
が
継
続
さ
れ
る
の
で
、
町
独
自

の
交
付
金
も
継
続
し
て
有
望
な
戦
略
作
物

へ
の
転
換
を
推
進
し
な
が
ら
所
得
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
努
力
す
る
。
さ
ら
に
長

期
的
な
展
望
と
し
て
は
、
足
腰
の
強
い
農

業
を
目
指
し
た
施
策
も
検
討
す
る
。

【
佐
藤
議
員
】

　米
に
対
し
て
新
し
い
活
路
を
求
め
て
は

ど
う
か
。
板
柳
の
水
田
農
地
に
排
水
が
よ

く
、
リ
ン
ゴ
園
に
適
し
た
と
こ
ろ
が
残
っ

て
い
る
と
思
う
。
改
植
事
業
並
み
の
補
助

金
を
出
し
て
、
や
る
気
の
あ
る
方
を
募
っ

て
は
ど
う
か
。

【
舘
岡
町
長
】

　最
近
、
リ
ン
ゴ
農
家
の
後
継
者
が
増
え

て
き
た
。
今
後
は
リ
ン
ゴ
転
作
に
も
力
を

入
れ
た
い
。

町
の
人
口

【
佐
藤
議
員
】

　板
柳
町
の
人
口
が
一
万
五
千
人
を
下
回

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
近
年
、
急
激
に
人

口
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
こ
こ
一
、
二
年
の
人
口
減
少
は
ど
の

位
か
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
と
い
ろ

ん
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
出
て
く
る
が
、
将

来
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　住
民
基
本
台
帳
に
よ
れ
ば
近
年
は
年
間

二
百
人
か
ら
二
百
五
十
人
位
の
減
少
で
あ

る
。
新
年
度
で
は
、
定
住
策
と
し
て
子
育

て
環
境
整
備
な
ど
の
各
種
事
業
の
実
施
や

人
づ
く
り
、
生
活
環
境
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
今
後
は
人
口
減
少
が
急
激
に
進
行

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
既
存
施

設
機
能
の
総
合
的
な
再
配
置
な
ど
も
含
め
、

規
模
に
合
っ
た
事
業
の
推
進
、
広
域
的
な

観
点
に
立
ち
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
や

補
完
も
視
野
に
入
れ
事
務
事
業
を
進
め
た

い
。

【
佐
藤
議
員
】

　人
口
増
加
対
策
は
面
倒
で
あ
る
と
思
う

が
、
災
害
の
少
な
い
板
柳
町
に
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
施
策
を
早
め
に
講
じ
て
ほ

し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　日
本
一
の
り
ん
ご
の
里
づ
く
り
を
全
体

目
標
と
し
て
、
あ
ず
ま
し
い
板
柳
、
元
気

な
板
柳
、
誇
れ
る
板
柳
の
三
つ
の
柱
を
基

本
目
標
に
各
種
事
務
事
業
に
取
り
組
む
。

あ
ず
ま
し
い
板
柳
で
は
、
子
育
て
支
援
事

業
と
し
て
乳
幼
児
用
椅
子
設
置
に
係
る
ト

イ
レ
の
改
修
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
な

ど
の
一
連
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
を

一
元
的
に
発
信
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
修
、
子
供
用
衣
類
・
用
具
な
ど
の

リ
ユ
ー
ス
事
業
、
第
二
子
か
ら
の
誕
生
祝

金
の
子
宝
祝
金
事
業
、
就
学
前
の
乳
幼
児

に
係
る
医
療
費
の
全
額
助
成
、
生
活
環
境

づ
く
り
の
除
雪
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
事
業
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
元
気
な
板
柳
で
は
、

経
営
体
育
成
事
業
、
転
作
団
地
化
育
成
支

援
事
業
、
果
樹
共
済
加
入
推
進
事
業
、
リ

ン
ゴ
赤
肉
新
品
種
の
栽
培
技
術
の
確
立
と

加
工
品
の
開
発
研
究
を
目
標
に
弘
前
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
事
業
、

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
、
三
歳
お
め
で
と
う

ブ
ッ
ク
、
読
書
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
誇
れ
る
板
柳
で
は
、
道
路
新
設

改
良
工
事
、
拡
幅
改
良
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

う
必
要
経
費
の
増
額
や
制
度
改
正
及
び
老

朽
化
に
伴
う
各
種
電
算
機
器
の
更
新
な
ど

に
よ
り
物
件
費
の
増
額
で
結
果
と
し
て
三

億
円
余
り
の
基
金
を
取
り
崩
し
た
。
年
々

進
む
町
施
設
の
老
朽
化
対
応
の
た
め
、
昨

５　2014年5月　いたやなぎ町議会だより  
2014年5月　いたやなぎ町議会だより　４  

佐藤 洋治 議員

一目でわかる審議結果
第９回定例会３月提出議案

一  般  質  問

                                                     議　　　　　　案                                   　　　　 結　果

専決処分の承認  （専決第２号）      　　　　　　                         全員承認

板柳町子宝祝金支給条例の制定                                     　　　 全員可決

板柳町報酬及び費用弁償条例の一部改正                             　　　　 全員可決

板柳町職員の給与に関する条例等の一部改正                         　　　　 全員可決

板柳町職員等旅費に関する条例の一部改正                           　　　 全員可決

板柳町特別会計条例の一部改正                                     　　　　 全員可決

板柳町税条例の一部改正                                          　　　　 全員可決

板柳町行政財産使用料徴収条例等の一部改正                                 全員可決

板柳町社会教育委員に関する条例の一部改正                                全員可決

板柳町青少年問題協議会設置条例の一部改正                                 全員可決

板柳町乳幼児医療費給付条例の一部改正                                     全員可決

板柳町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正           全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計資本金の額の減少 　　                   全員可決

板柳町水道事業会計資本金の額の減少  　　　                               全員可決

板柳町公共下水道事業会計資本金の額の減少  　　　                         全員可決

板柳町一般会計補正予算（第７号）   　　　                               全員可決

板柳町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）     　　　             全員可決

板柳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）  　　 　               全員可決

板柳町介護保険特別会計補正予算（第３号）  　　　                         全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第３号）                    全員可決

板柳町水道事業会計補正予算（第３号）                            　　　 全員可決

板柳町公共下水道事業会計補正予算（第３号）                               全員可決

板柳町一般会計予算                            　　　                    全員可決

板柳町国民健康保険事業特別会計予算                                      全員可決

板柳町後期高齢者医療特別会計予算                                        全員可決

板柳町介護保険特別会計予算                                              全員可決

板柳町農業集落排水事業特別会計予算                                       全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計予算                                     全員可決

板柳町水道事業会計予算                                                  全員可決

板柳町公共下水道事業会計予算                                             全員可決

【平成２６年度予算】

【平成２５年度補正予算】



　

　

【
今
議
員
】

　今
年
度
、
板
柳
町
民
の
平
均
寿
命
が
伸

び
た
要
因
の
一
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
あ

げ
ら
れ
る
。
町
の
長
期
振
興
計
画
プ
ラ
ン

２
０
２
０
に
も
子
供
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
活
動
に
加
わ
り
仲
間
づ
く
り
の
仕
組

み
づ
く
り
と
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
に

助
成
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

際
、
町
が
法
人
化
の
支
援
を
で
き
な
い
か

伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
で
大
い
に
支
援
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
法
人
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

法
人
化
の
状
況
や
内
容
、
事
業
計
画
な
ど

を
検
討
し
て
考
え
た
い
。

【
今
議
員
】

　各
小
学
校
の
児
童
数
が
減
少
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
行
う
上
で
、
人

数
が
不
足
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
教
育
長
が
仲
立

ち
を
し
て
、
各
小
学
校
が
一
本
化
に
な
ら

な
い
か
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】

　い
ろ
い
ろ
所
属
す
る
部
員
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
を
訴
え
る
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
来
年
度
に
は
、
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
関
連
も
し
っ
か
り

と
り
な
が
ら
、
課
外
活
動
に
参
加
さ
せ
て

い
る
保
護
者
の
意
向
を
調
査
し
た
い
。

新
年
度
予
算

【
佐
藤
議
員
】

　平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
の
中
で
、

重
点
事
業
は
何
か
。
ま
た
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
の
所
感
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

年
度
公
共
施
設
等
整
備
基
金
に
積
み
立
て

を
行
っ
た
が
、
ま
だ
十
分
で
な
く
新
年
度

で
も
財
政
状
況
を
み
て
、
基
金
を
増
や
し

た
い
。
今
後
と
も
歳
出
の
抑
制
と
事
業
の

重
点
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
行
財
政
基
盤

の
充
実
強
化
に
努
め
た
い
。

【
佐
藤
議
員
】

　今
後
の
わ
が
町
の
財
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
民
間
の
経
営
的
感
覚
を
取
り
入
れ

て
行
っ
て
ほ
し
い
。

国
の
米
づ
く
り
の
政
策
転
換

【
佐
藤
議
員
】

　国
の
農
業
行
政
は
猫
の
目
の
よ
う
に
変

わ
る
。
今
回
も
大
き
く
転
換
し
減
反
な
く

し
て
来
年
度
か
ら
米
所
得
補
償
も
な
く
な

る
。
こ
の
こ
と
は
米
づ
く
り
農
家
に
と
っ

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
本

当
に
迷
う
。
農
家
が
安
心
し
て
米
づ
く
り

で
き
る
よ
う
将
来
的
な
施
策
を
示
し
て
ほ

し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　国
で
は
、
農
地
集
積
推
進
の
た
め
経
営

転
換
協
力
金
や
耕
作
者
集
積
協
力
金
な
ど

の
交
付
金
を
設
定
し
て
い
る
。
町
で
は
、

大
規
模
農
家
、
生
産
者
集
団
の
育
成
に
向

け
て
、
そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。
小

規
模
農
家
へ
は
、
転
作
作
物
に
対
す
る
国

の
交
付
金
が
継
続
さ
れ
る
の
で
、
町
独
自

の
交
付
金
も
継
続
し
て
有
望
な
戦
略
作
物

へ
の
転
換
を
推
進
し
な
が
ら
所
得
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
努
力
す
る
。
さ
ら
に
長

期
的
な
展
望
と
し
て
は
、
足
腰
の
強
い
農

業
を
目
指
し
た
施
策
も
検
討
す
る
。

【
佐
藤
議
員
】

　米
に
対
し
て
新
し
い
活
路
を
求
め
て
は

ど
う
か
。
板
柳
の
水
田
農
地
に
排
水
が
よ

く
、
リ
ン
ゴ
園
に
適
し
た
と
こ
ろ
が
残
っ

て
い
る
と
思
う
。
改
植
事
業
並
み
の
補
助

金
を
出
し
て
、
や
る
気
の
あ
る
方
を
募
っ

て
は
ど
う
か
。

【
舘
岡
町
長
】

　最
近
、
リ
ン
ゴ
農
家
の
後
継
者
が
増
え

て
き
た
。
今
後
は
リ
ン
ゴ
転
作
に
も
力
を

入
れ
た
い
。

町
の
人
口

【
佐
藤
議
員
】

　板
柳
町
の
人
口
が
一
万
五
千
人
を
下
回

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
近
年
、
急
激
に
人

口
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
こ
こ
一
、
二
年
の
人
口
減
少
は
ど
の

位
か
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
と
い
ろ

ん
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
出
て
く
る
が
、
将

来
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　住
民
基
本
台
帳
に
よ
れ
ば
近
年
は
年
間

二
百
人
か
ら
二
百
五
十
人
位
の
減
少
で
あ

る
。
新
年
度
で
は
、
定
住
策
と
し
て
子
育

て
環
境
整
備
な
ど
の
各
種
事
業
の
実
施
や

人
づ
く
り
、
生
活
環
境
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
今
後
は
人
口
減
少
が
急
激
に
進
行

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
既
存
施

設
機
能
の
総
合
的
な
再
配
置
な
ど
も
含
め
、

規
模
に
合
っ
た
事
業
の
推
進
、
広
域
的
な

観
点
に
立
ち
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
や

補
完
も
視
野
に
入
れ
事
務
事
業
を
進
め
た

い
。

【
佐
藤
議
員
】

　人
口
増
加
対
策
は
面
倒
で
あ
る
と
思
う

が
、
災
害
の
少
な
い
板
柳
町
に
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
施
策
を
早
め
に
講
じ
て
ほ

し
い
。

【
舘
岡
町
長
】

　日
本
一
の
り
ん
ご
の
里
づ
く
り
を
全
体

目
標
と
し
て
、
あ
ず
ま
し
い
板
柳
、
元
気

な
板
柳
、
誇
れ
る
板
柳
の
三
つ
の
柱
を
基

本
目
標
に
各
種
事
務
事
業
に
取
り
組
む
。

あ
ず
ま
し
い
板
柳
で
は
、
子
育
て
支
援
事

業
と
し
て
乳
幼
児
用
椅
子
設
置
に
係
る
ト

イ
レ
の
改
修
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
な

ど
の
一
連
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
を

一
元
的
に
発
信
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
修
、
子
供
用
衣
類
・
用
具
な
ど
の

リ
ユ
ー
ス
事
業
、
第
二
子
か
ら
の
誕
生
祝

金
の
子
宝
祝
金
事
業
、
就
学
前
の
乳
幼
児

に
係
る
医
療
費
の
全
額
助
成
、
生
活
環
境

づ
く
り
の
除
雪
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
事
業
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
元
気
な
板
柳
で
は
、

経
営
体
育
成
事
業
、
転
作
団
地
化
育
成
支

援
事
業
、
果
樹
共
済
加
入
推
進
事
業
、
リ

ン
ゴ
赤
肉
新
品
種
の
栽
培
技
術
の
確
立
と

加
工
品
の
開
発
研
究
を
目
標
に
弘
前
大
学

と
の
産
官
学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
事
業
、

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
、
三
歳
お
め
で
と
う

ブ
ッ
ク
、
読
書
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
誇
れ
る
板
柳
で
は
、
道
路
新
設

改
良
工
事
、
拡
幅
改
良
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

う
必
要
経
費
の
増
額
や
制
度
改
正
及
び
老

朽
化
に
伴
う
各
種
電
算
機
器
の
更
新
な
ど

に
よ
り
物
件
費
の
増
額
で
結
果
と
し
て
三

億
円
余
り
の
基
金
を
取
り
崩
し
た
。
年
々

進
む
町
施
設
の
老
朽
化
対
応
の
た
め
、
昨
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佐藤 洋治 議員

一目でわかる審議結果
第９回定例会３月提出議案

一  般  質  問

                                                     議　　　　　　案                                   　　　　 結　果

専決処分の承認  （専決第２号）      　　　　　　                         全員承認

板柳町子宝祝金支給条例の制定                                     　　　 全員可決

板柳町報酬及び費用弁償条例の一部改正                             　　　　 全員可決

板柳町職員の給与に関する条例等の一部改正                         　　　　 全員可決

板柳町職員等旅費に関する条例の一部改正                           　　　 全員可決

板柳町特別会計条例の一部改正                                     　　　　 全員可決

板柳町税条例の一部改正                                          　　　　 全員可決

板柳町行政財産使用料徴収条例等の一部改正                                 全員可決

板柳町社会教育委員に関する条例の一部改正                                全員可決

板柳町青少年問題協議会設置条例の一部改正                                 全員可決

板柳町乳幼児医療費給付条例の一部改正                                     全員可決

板柳町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正           全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計資本金の額の減少 　　                   全員可決

板柳町水道事業会計資本金の額の減少  　　　                               全員可決

板柳町公共下水道事業会計資本金の額の減少  　　　                         全員可決

板柳町一般会計補正予算（第７号）   　　　                               全員可決

板柳町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）     　　　             全員可決

板柳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）  　　 　               全員可決

板柳町介護保険特別会計補正予算（第３号）  　　　                         全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第３号）                    全員可決

板柳町水道事業会計補正予算（第３号）                            　　　 全員可決

板柳町公共下水道事業会計補正予算（第３号）                               全員可決

板柳町一般会計予算                            　　　                    全員可決

板柳町国民健康保険事業特別会計予算                                      全員可決

板柳町後期高齢者医療特別会計予算                                        全員可決

板柳町介護保険特別会計予算                                              全員可決

板柳町農業集落排水事業特別会計予算                                       全員可決

国民健康保険板柳中央病院事業会計予算                                     全員可決

板柳町水道事業会計予算                                                  全員可決

板柳町公共下水道事業会計予算                                             全員可決

【平成２６年度予算】

【平成２５年度補正予算】



　

　

今後の議会（第１０回定例会）は、
次のとおり開催される予定です。
※日程等については変更になる場合があります。
  なお、議会日程は、議会運営委員会で協議され、
  定例会初日の本会議で決定されますので、  事前
  に議会事務局までお問い合わせください。

　　　　　＜議会日程のお知らせ＞

町議会を傍聴に来てみませんか！

議会本会議の様子をどなたでも
　　　　　　　傍聴することがきます。
傍聴を希望される場合は、事前手続きは必
要ありませんので、町役場４階議場の傍聴
席入口へ直接お越しください。

傍聴する際は、傍聴人名簿に住所・氏名・
年齢を記入していただくだけで、傍聴席に
入場できます。なお、傍聴のできる人数は、
５１人となっております。
  　

議会からのお知らせ
議会の動き（平成２６年１月～３月）

 開 催 日　　　              会　議　等　名　　　　　　　　 出 席 議 員
【１月】
１月 ８日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
１月２０日 議会運営委員会（２・３月会議等） 北畠委員長、委員

〃 議員全員協議会（２・３月会議等） 安田議長、議員
１月２４日 西北津軽郡町議会議長会議長会議 安田議長
【２月】
２月 ５日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
２月１３日 津軽広域連合議会運営委員会 長内議員
２月１８日 弘前地区消防事務組合議会運営委員会 今議員
２月１９日 県町村議会議長会定期総会 安田議長
２月２１日 県後期高齢者医療広域連合議会定例会 安田議長
２月２５日 弘前地区環境整備事務組合議会定例会 成田副議長

〃 西北五広域福祉事務組合議会定例会 三戸議員
〃 津軽広域連合議会定例会 長内議員
〃 弘前地区消防事務組合議会定例会 今議員

２月２７日 福祉建設文教常任委員会協議会 佐藤委員長、委員
〃 議員全員協議会及び議案説明会（町諸案件等） 安田議長、議員
〃 国民健康保険運営協議会 議員

【３月】
３月 ３日 議会運営委員会（定例会案件）                    
３月 ５日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
３月 ６日 本会議（定例会日程、町長の提案理由等） 安田議長、議員
３月１０日 本会議（一般質問）　　　　　　　　　　　　　　　　安田議長、議員
３月１１日 総務産業厚生常任委員会（所管事務調査） 長内委員長、委員

〃 福祉建設文教常任委員会（所管事務調査） 佐藤委員長、委員
３月１２日 予算特別委員会（新年度予算審議） 長内委員長、委員
３月１３日 予算特別委員会（新年度予算審議） 長内委員長、委員
３月１４日 本会議（採決、町議会だより編集特別委員会設置

町議会基本条例制定調査特別委員会設置、閉会） 安田議長、議員
３月２５日 議員全員協議会（町諸案件等） 安田議長、議員
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い
た
や
な
ぎ
町
議
会
だ
よ
り

　
　
　編集
特
別
委
員
会
よ
り

　　議
会
だ
よ
り
は
、あ
り
の
ま
ま
に

伝
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、紙

面
の
都
合
で
割
愛
や
要
約
さ
れ
、本

人
の
思
い
の
す
べ
て
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　特
に
一
般
質
問
で
は
、文
字
数
の

制
限
が
あ
り
、発
言
し
た
議
員
か
ら

趣
旨
が
伝
わ
ら
な
い
と
指
摘
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、町
民
の

み
な
さ
ん
、一
度
、生
の
議
会
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
発
行
責
任
者
】

　

　
　
　
　議
長

　安
田

　
　弘

【
い
た
や
な
ぎ
町
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　

 

編
集
特
別
委
員
会
】

　

 
 

委 

員 

長

　葛
西

　清
人

　

 
 

副
委
員
長 

　今

　

 

浩
一

 
 
 
 

　
　委
員

　三
戸

　玲
子

 
 
 
 

　
　委
員

　長
内

　良
蔵

 
 
 
 

　
　委
員 

 

齊
藤
直
飛
人

※

第
２
号
発
行
予
定
は
８
月
８
日

　頃
で
す
。

　議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見・ご
感

　想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　■
板
柳
町
議
会
事
務
局

　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0172-73-2111

　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
：0172-73-2120

　皆
さ
ん
が
手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
る

議
会
だ
よ
り
は
、
こ
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
企
画
会
議
（
議
会
だ
よ
り
編
集
特

    

別
委
員
会
①
）

 

定
例
会
終
了
後
、
一
般
質
問
の
議

事
録
が
作
成
で
き
た
後
に
、
議
会
だ

よ
り
編
集
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

定
例
会
の
一
般
質
問
の
内
容
な
ど

や
議
会
活
動
か
ら
、
議
会
だ
よ
り
で

伝
え
る
内
容
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　↓

②
取
材

 

皆
さ
ん
に
伝
わ
る
写
真
を
撮
影
す

る
た
め
、
取
材
に
出
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　↓

③
編
集

 

一
般
質
問
の
内
容
の
要
約
や
、
記

事
の
文
章
を
考
え
、
紙
面
を
作
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　↓

④
校
正
（
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委

　

 

員
会
②
）

 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
編
集
を
終
え
た
原
稿
を
校

正
し
ま
す
。

 

委
員
全
員
で
、
見
出
し
や
文
章
表

現
、
写
真
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　↓

北畠委員長、委員

⑤
印
刷

　校
正
し
た
内
容
や
写
真
の
色
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
修
正
が
な
け
れ
ば

印
刷
会
社
へ
渡
し
ま
す
。
印
刷

・

製
本
は
印
刷
会
社
が
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　↓

⑥
配
布

　各
地
域
の
行
政
連
絡
員
に
届
け
ら

れ
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、

関
係
機
関
等
に
発
送
し
ま
す
。

※開会時間は、いずれも午前１０時です。

月　日
 6月  5日(木） 本会議 特別委員会報告、提案理由の説明・報告
 6月  9日(月） 本会議 一般質問
 6月10日(火）常任委員会 総務産業厚生・福祉建設文教
 6月11日(水） 本会議 諸般の報告、質疑・討論・採決

内　　　　容



　

　

今後の議会（第１０回定例会）は、
次のとおり開催される予定です。
※日程等については変更になる場合があります。
  なお、議会日程は、議会運営委員会で協議され、
  定例会初日の本会議で決定されますので、  事前
  に議会事務局までお問い合わせください。

　　　　　＜議会日程のお知らせ＞

町議会を傍聴に来てみませんか！

議会本会議の様子をどなたでも
　　　　　　　傍聴することがきます。
傍聴を希望される場合は、事前手続きは必
要ありませんので、町役場４階議場の傍聴
席入口へ直接お越しください。

傍聴する際は、傍聴人名簿に住所・氏名・
年齢を記入していただくだけで、傍聴席に
入場できます。なお、傍聴のできる人数は、
５１人となっております。
  　

議会からのお知らせ
議会の動き（平成２６年１月～３月）

 開 催 日　　　              会　議　等　名　　　　　　　　 出 席 議 員
【１月】
１月 ８日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
１月２０日 議会運営委員会（２・３月会議等） 北畠委員長、委員

〃 議員全員協議会（２・３月会議等） 安田議長、議員
１月２４日 西北津軽郡町議会議長会議長会議 安田議長
【２月】
２月 ５日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
２月１３日 津軽広域連合議会運営委員会 長内議員
２月１８日 弘前地区消防事務組合議会運営委員会 今議員
２月１９日 県町村議会議長会定期総会 安田議長
２月２１日 県後期高齢者医療広域連合議会定例会 安田議長
２月２５日 弘前地区環境整備事務組合議会定例会 成田副議長

〃 西北五広域福祉事務組合議会定例会 三戸議員
〃 津軽広域連合議会定例会 長内議員
〃 弘前地区消防事務組合議会定例会 今議員

２月２７日 福祉建設文教常任委員会協議会 佐藤委員長、委員
〃 議員全員協議会及び議案説明会（町諸案件等） 安田議長、議員
〃 国民健康保険運営協議会 議員

【３月】
３月 ３日 議会運営委員会（定例会案件）                    
３月 ５日 町例月出納検査（監査)                                                          安田(久)議員
３月 ６日 本会議（定例会日程、町長の提案理由等） 安田議長、議員
３月１０日 本会議（一般質問）　　　　　　　　　　　　　　　　安田議長、議員
３月１１日 総務産業厚生常任委員会（所管事務調査） 長内委員長、委員

〃 福祉建設文教常任委員会（所管事務調査） 佐藤委員長、委員
３月１２日 予算特別委員会（新年度予算審議） 長内委員長、委員
３月１３日 予算特別委員会（新年度予算審議） 長内委員長、委員
３月１４日 本会議（採決、町議会だより編集特別委員会設置

町議会基本条例制定調査特別委員会設置、閉会） 安田議長、議員
３月２５日 議員全員協議会（町諸案件等） 安田議長、議員
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※開会時間は、いずれも午前１０時です。

月　日
 6月  5日(木） 本会議 特別委員会報告、提案理由の説明・報告
 6月  9日(月） 本会議 一般質問
 6月10日(火）常任委員会 総務産業厚生・福祉建設文教
 6月11日(水） 本会議 諸般の報告、質疑・討論・採決

内　　　　容



さいとうなおひと
齋藤直飛人 ( 五林平 )
①Ｏ型
②サーフィン

たておかせいいち
舘岡精一 ( 下常海橋 )
①Ｏ型
②釣り

Ｑ９

きたばたけひろみ
北畠弘美 ( 館野越 )
①Ａ型
②スポーツ観戦

やすたきゅうごろう
安田久五郎 ( 高増 )
①Ａ型
②釣り

やすだひろし
安田弘 ( 高増 )
①Ａ型
②写真

さとうようじ
佐藤洋治 ( 柏木 )
①O型
②釣り

たなかたつお
田中達男 ( 広栄町 )
①O型
②温泉浴

さんのへれいこ
三戸玲子 ( 日新 )
①Ａ型
②レクリエーションダンス

こんこういち
今浩一 ( 博労町 )
①Ｂ型
②バスケットボール

かさいきよんど
葛西清人 ( 太長 )
①Ｂ型
②登山

なりたはじめ
成田肇 ( 大蔵町 )
①Ｂ型
②ゲートボール

おさないりょうぞう
長内良蔵 ( 五幾形 )
①Ａ型
②バレーボール（現役）

氏名 ( 町内 )
①血液型②趣味

８板柳町議会    検 索

 おらほの議員   おらほの議員  

４人が一般質問　P２
おらほの議員　P８

　私たち町議会は町民のみなさんからのご意見
ご要望を行政に反映させ、安心して暮らせる板柳
のまちづくりのために、今回、議会の様子をわか
りやすくお伝えし、町民の参画を強めてもらおう
と発刊に至りました。
　よりいっそう町民の負託に応えられる「いたや
なぎ町議会だより」にするため努めてまいります。

　       板柳町議会　議長　安　田　　弘
 

表紙：りんごの花(町の花）とマメコバチ(町の昆虫）
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